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口永良部島　新岳３４年ぶりに噴火
　口永良部島の新岳で８月３日（日）１２時２４

分、昭和５５年９月以来３４年ぶりとなる噴火が

ありました。

　気象庁は火口周辺警報を発表、噴火警戒レベ

ルを１（平常）から３（入山規制 : 火口から概ね

2km以内の立入禁止）に引き上げました。

　町は災害対策本部を設置し、島民・来島者の安

否確認、安全確保を行いました。幸い今回の噴火

による人的被害はありませんでした。

　屋久島町口永良部島は火山の島であり、今後と

も ｢火山と共に生きる ｣心構えが必要です。火山

は、地域に災害をもたらすという反面、地域に温

泉や素晴らしい景観、豊かな資源をもたらしてく

れます。このような火山島において、火山災害を

防止・軽減し、地域の安全確保と地域住民が安全

で豊かな生活を営んで行くために、「口永良部島

はどんな火山島なのか、火山噴火とはどんなもの

なのか」正しく理解し、町民全体で共有すること

が必要です。

避難中の食事準備の様子

避難所での様子

フェリー太陽にて帰島時の様子

避難者から感謝の寄せ書き（本庁内に掲示）
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　口永良部島は、霧島火山帯の中にあり、火山活動によって形成された火山島で、古い火山体である西部の

番屋ヶ峰と現在まで活動を続けている島の中央部から東部を構成する新岳・古岳・野池山などの火山体から

なり、島の大部分は溶岩や火山噴出物で覆われています。

有史以降の火山活動（噴火）

参照：気象庁ホームページ（http://www.data.jma.go.jp/）

（噴火に関する情報及び消防・防災については屋久島町ホームページ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.yakushima-town.jp/ に掲載されています）

年代 現象 活動経過・被害状況等

1841(天保12）年 噴火 5月23日。噴火場所は新岳。
8月1日。村落焼亡、死者多数。噴火場所は新岳。

1931(昭和6）年 噴火 噴火場所は新岳火口西縁。
3月から鳴動。4月2日に爆発(新岳の西側山腹)。土砂崩壊、負傷者
2名、馬、山林田畑被害。5月15日にも爆発、降灰。硫黄流出、土
地隆起。

1933～ 34
（昭和8～ 9）年

噴火 噴火場所は新岳火口。
1933年12月24日から翌年1月11日にかけて数回噴火。七釜集落全
焼、死者8名、負傷者26名、家屋全焼15棟、牛馬や山林耕地に大被害。

1945(昭和20）年 噴火 11月3日。噴火場所は新岳火口東外壁。割れ目噴火、噴石、降灰。

1966(昭和41）年 噴火 11月22日。噴火場所は新岳。負傷者3名、牛被害1頭。
空振は、鹿児島市や種子島でも体感。小規模火砕流の発生。

1968～ 69
（昭和43～ 44）年

噴火 12月～翌年3月。噴火場所は新岳。

1972(昭和47)年 噴火 9月2日。噴火場所は新岳。

1973(昭和48)年 噴火 11月5～ 19日。噴火場所は新岳。

1974(昭和49)年 噴火 6月3日。噴火場所は新岳。

1976(昭和51)年 噴火 4月2日。噴火場所は新岳。山麓で爆発音が聞こえる。降灰が北西
約2kmの向江浜、前田で約1cm積もる。

1980(昭和55)年 小規模：
水蒸気噴火

9月28日。噴火場所は新岳東側斜面。多数の爆裂火口が新岳の東側
斜面に南北800mのほぼ直線上の割れ目に沿って生じた。

2014(平成26）年 噴火 8月3日。新岳付近で噴火が発生し、灰色の噴煙が火口縁上 800m 
以上まで上がり北に流れましたが、一部は南に流れました。
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中央中快挙 ～県陸上大会で総合優勝～
　　　　全国大会2名　九州大会3名出場

　７月２０〜２１日に開催された「平成26年度鹿児島県中学校体
育大会」の陸上競技・学校対抗の部で中央中学校が屋久島初の優
勝を果たし、九州大会には矢野陽介君（3年）、松田純平君(3年)、
佐野裕二郎君（3年）の3名が、全国大会には矢野陽介君、松田純
平君の2名が出場しました。
　８月１日（金）に屋久島町役場本庁にて荒木町長に県大会の結
果報告の際、監督の岩脇勝広教諭は「陸上部のない学校が、それ
も中長距離の種目だけで総合優勝するのはすごく稀なことです。
頑張った生徒たちを誉めてあげたいです。」と話してくれました。
　全国大会に出場した矢野君は「予選敗退は悔しいですが、自己

新記録も達成でき、ハイレベルなレースを経験しましたので、今後の駅伝大会に役立てたいと思います。応援し
てくれた多くの人たちに感謝します。」と話してくれました。また、駅伝愛好会主将の松田君は、「まずは、9月25日

（木）に屋久島総合自然公園周辺で行われる熊毛地区中学校駅伝競走大会に優勝し、11月7日（金）に指宿市で行われ
る鹿児島県中学校駅伝競走大会で（中央中の前身である）宮浦中以来、11年ぶりの優勝を勝ち取り、全国大会に出
場したいです。」と話してくれました。

　九州中学校駅伝競走大会（県大会で2位までが出場）は11月29日
（土）に指宿市で、また、全国中学校駅伝競走大会（県大会優勝校が出
場）は12月14日（日）に山口市で行われます。この大会への出場を目
指して、日々努力を重ねている選手たちに、町民の皆様の暖かいご
声援をよろしくお願いいたします。

左から佐野君、松田君、矢野君

全国大会予選での走り（矢野君）

全国大会予選での走り（松田君）

九州大会表彰式
（左から2人目矢野君、5人目松田君）

平成26年度　鹿児島県中学校体育大会陸上競技大会
　　（県立鴨池陸上競技場　7月20日～ 21日）
　個人成績（8位以内）
　男子共通 800ｍ　1位矢野陽介（3年）　　2位松田純平（3年）
　男子３年1500ｍ　1位佐野裕二郎(3年)　 3位矢野陽介
　男子共通 400ｍ　2位松田純平
　男子共通3000ｍ　4位佐野裕二郎
　男子１年1500ｍ　6位森下治（1年）

平成26年度　九州中学校体育大会陸上競技大会
　　（長崎県諫早市　8月8日～ 9日）
　県大会で各種目上位2位までが出場
　男子共通 800ｍ　2位矢野陽介　5位松田純平
　男子３年1500ｍ　12位佐野裕二郎

平成26年度　第41回全日本中学校陸上競技選手権大会
　　（香川県丸亀市　8月18日～ 20日）
　県大会等で標準記録を突破した者が出場
　男子共通800ｍ　予選 1組　3位松田純平（1分59秒09）
　 予選10組　5位矢野陽介（1分59秒61）
　ともに自己新記録（今年度鹿児島県中学ランク1位2位）を達成
　したが、惜しくも予選敗退
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７
月
30
日
（
水
）
屋
久
島
町
役

場
本
庁
に
て
フ
レ
ー
ム
切
手
「
︱

自
然
の
楽
園
、
神
々
の
聖
地—

世

界
自
然
遺
産 

屋
久
島
」
の
発
売
を

記
念
し
、
屋
久
島
観
光
協
会
中
島

会
長
と
荒
木
町
長
に
日
本
郵
政
株

式
会
社　

九
州
支
社
長
龍
芳
成
氏

よ
り
記
念
プ
レ
ー
ト
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

フ
レ
ー
ム
切
手
に
は
、
縄
文
杉

や
ヤ
ク
ザ
ル
、
千
尋
の
滝
や
大
川

の
滝
な
ど
屋
久
島
の
雄
大
な
自
然

を
感
じ
さ
せ
る
印
刷
が
さ
れ
た
82

円
切
手
が
10
枚
収
め
ら
れ
て
お
り
、

町
内
各
郵
便
局
に
て
１
，
２
３
０

円
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
（
金
）
熊

毛
地
区
消
防
組
合
屋
久

島
北
分
遣
所
に
お
い
て

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
屋

久
島
に
対
し
建
物
の
防

火
安
全
情
報
表
示
制
度

の
「
表
示
マ
ー
ク

（
銀
）」
が
交
付
さ
れ
、

今
後
も
防
火
安
全
対
策

の
徹
底
に
努
め
る
よ
う

お
願
い
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
示
制
度
は
申
請
に
基
づ

き
、消
防
機
関
が
審
査
し
た
結
果
、

消
防
法
令
の
ほ
か
、
重
要
な
建
築

構
造
等
に
関
す
る
基
準
に
適
合
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
建
物
に
対

し
て
、
消
防
機
関
か
ら
表
示
マ
ー

ク
を
交
付
す
る
制
度
で
、
３
年
間

継
続
し
て
表
示
基
準
に
適
合
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、「
表

示
マ
ー
ク
（
金
）」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

８
月
10
日
（
日
）
小
島
夏
ま
つ

り
が
小
島
生
活
館
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
台
風
11
号
の
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
さ

わ
や
か
な
夏
の
一
夜
と
な
り
、
小

島
産
の
新
米
な
ど
の
農
産
物
の
販

売
の
他
、
子
ど
も
会
育
成
会
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
も
出
店
・
余
興
で

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
16
日
（
土
）、
屋
久
島
地
区

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
員
20
名
が
参

加
し
、
療
育
の
集
い
・
キ
ャ
ラ
バ

ン
広
報
活
動
と
親
子
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

宮
之
浦
地
区
・
尾
之
間
地
区
・

安
房
地
区
お
い
て
、
９
月
の
発
達

障
害
者
福
祉
月
間
に
先
立
ち
、
町

民
に
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
な
が
ら
、
障
害
が
あ
っ
て
も
一

人
ひ
と
り
が
「
自
分
ら
し
く
」
生

き
て
い
く
た
め
に
、
障
害
者
へ
の

理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
安
房
川
に
て
流
れ
船

や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
交
流
を
図
り

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ

た
県
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
連
絡
協

議
会
研
究
協
議
大
会
に
お
い
て
、

20
年
以
上
学
校
給
食
業
務
に
従
事

さ
れ
た
方
の
表
彰
式
が
あ
り
、
本

町
か
ら
は
、
牧
か
つ
子
さ
ん
（
宮

之
浦
）
と
藤
村
は
る
の
さ
ん
（
志

戸
子
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
会
場
で
の
表
彰
式
に
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
二
人

と
も
長
年
に
わ
た
り
児
童
・
生
徒

た
ち
に
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提

供
す
る
た
め
ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
職
務
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 永

年
勤
続
表
彰（
県

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　 

連
絡
協
議
会
長
表
彰
）

療
育
の
集
い

　  

キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動

オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　  

フ
レ
ー
ム
切
手

小
島
夏
ま
つ
り
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８
月
16
日
（
日
）
第
44
回
や
く

し
ま
夏
ま
つ
り
が
安
房
港
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
房
公
民
館
会
場
で
は
、
朝
市

と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
ト
ビ
ウ
オ
の
塩
焼
き
が
無
料

で
提
供
さ
れ
、
香
り
が
食
欲
を
そ

そ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
間
の
時
折
降
っ
て
い
た
強
い

雨
は
す
っ
き
り
と
晴
れ
渡
り
、
夕

刻
か
ら
行
わ
れ
た
輪
踊
り
と
舞
台

演
芸
は
お
祭
り
な
ら
で
は
の
屋
台

が
数
多
く
並
ぶ
中
、
多
く
の
人
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鮮
や
か
に
夜
空
を
彩
る

花
火
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
18
日
（
月
）
〜
21
日
（
木
）

ま
で
の
４
日
間
「
国
土
交
通
大
臣

杯　

第
７
回
全
国
離
島
交
流
中
学

生
野
球
大
会
（
通
称:

離
島
甲
子

園
）」が
佐
渡
島（
新
潟
県
佐
渡
市
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
全
国
か
ら
23
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　

屋
久
島
選
抜
チ
ー
ム
は
初
戦
で

前
回
優
勝
チ
ー
ム
で
あ
る
壱
岐
市

選
抜
チ
ー
ム
（
壱
岐
島
）
に
２
対

０
で
勝
利
し
ま
し
た
が
、
２
戦
目

直
島
中
学
校
野
球
部
（
直
島
）
と

対
戦
し
、

惜
し
く
も

０
対
３
で

敗
れ
ま
し

た
。

　

８
月
20
日
（
水
）
屋
久
島
高
等

学
校
に
て
屋
久
島
町
と
屋
久
島
高

等
学
校
が
観
光
連
携
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
、
調
印
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

屋
久
島
高
等
学
校
よ
り
「
ぜ
ひ

屋
久
島
の
観
光
に
お
い
て
観
光
連

携
を
図
り
た
い
」
と
の
声
掛
け
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
観
光

連
携
に
か
か
る
協
定
の
締
結
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、「
観
光
は
地
域
の

総
合
的
戦
略
産
業
」
と
位
置
付
け

て
観
光
の
推
進
に
よ
り
第
一
次
産

業
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
産
業
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
人
材
の
育

成
と
屋
久
島
全
体
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

調
印
式
の
中
で
行
わ
れ
た
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
科
に
よ
る
地
域
協
働
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
報
告
で
は
、

高
校
生
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想

で
観
光
振
興
に
係
る
ユ
ニ
ー
ク
な

ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
44
回

や
く
し
ま
夏
ま
つ
り

離
島
甲
子
園

観
光
連
携
に
関
す
る
協
定
調
印
式
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（3歳児健診7・8月分）

安房
森　みのりちゃん
お母さん　あずささん

宮之浦
長野　仁

きみあき

亮くん
お母さん　かおりさん

一湊
木全　花

は な

菜ちゃん
お母さん　香里さん

宮之浦
森下　貴

たかひと

仁くん
お母さん　綾佳さん

長峰
田平　亞

あもん

紋くん
お母さん　ゆかりさん

安房
岩川　心

こころ

ちゃん
お母さん　美香さん

宮之浦
松竹　純

すみれ

玲ちゃん
お母さん　美都弥さん

一湊
肥後　剣

けんしん

心くん
お母さん　恵さん

宮之浦
吉嶺　心

み ゆ

結ちゃん
お母さん　絵利さん

小瀬田
岩川　栞

かんな

南ちゃん
お母さん　亜希子さん

安房
渡邉　鞘

さや

くん
お母さん　由紀子さん

宮之浦
三角　優

ゆうこ

子ちゃん
お母さん　洋子さん

船行
中島　七

ななみ

海ちゃん
お母さん　美保さん

宮之浦
内田　美

みづき

月ちゃん
お母さん　美穂子さん

椨川
牧　壮

そうすけ

輔くん
お母さん　恵美さん

春牧
渡邉　結

ゆいほ

帆ちゃん
お母さん　幸栄さん

宮之浦
宮脇　愛

えれな

月ちゃん
お母さん　羊子さん

松峯
横手　一

いっと

翔くん
お母さん　久子さん

宮之浦
寺田　凌

り と

人くん
お母さん　ひとみさん

平内
中村　竜

りゅうた

大くん
お母さん　美代子さん

志戸子
竹之内　心

こころ

良ちゃん
お母さん　優貴さん
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＊
毎
月
第
３
土
曜
日
は
「
青
少
年
育
成
の
日
」　
＊
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」　
＊
毎
月
23
日
は
「
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
」

☎
４
３
︱
５
９
０
０

　

８
月
20
日
（
水
）
屋
久
島
町
総

合
セ
ン
タ
ー
（
安
房
）
で
町
人
権

教
育
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
鹿
児
島
県
教
育
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
協
会
代
表
の
石
塚
勝
郎
先

生
を
お
招
き
し
、「
人
の
心
の
痛
み

に
寄
り
添
っ
て
」
と
題
し
て
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

身
近
な
人
権
問
題
と
し
て
、
児

童
、
生
徒
を
は
じ
め
、
女
性
や
高

齢
者
、
障
が
い
者
等
の
人
権
に
つ

い
て
、
一
つ
ひ
と
つ
事
例
を
提
示

し
、
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め

る
た
め
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
権
問
題
を
な
く
す
た

め
に
、
自
己
認
識
・
自
己
啓
発
・

他
者
啓
発
の
３
つ
の
示
唆
を
受

け
、「
わ
け
へ
だ
て
な
く
」
と
い
う

言
葉
で
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。　

　

当
日
は
１
８
７
人
の
参
加
が
あ

り
、『「
誰
と
で
も
わ
け
へ
だ
て
な

く
付
き
合
え
る
と
い
う
こ
と
」
を

小
学
生
の
頃
か
ら
言
わ
れ
て
き
た

こ
と
で
し
た
が
、
今
、
で
き
て
い

る
か
、
自
分
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
た
。』
と
い
う
感
想
も
あ
り
ま

し
た
。

　

お
互
い
を
認
め
合
い
、
相
手
に

対
す
る
気
遣
い
を
大
事
に
し
て
、

偏
見
や
差
別
の
な
い
住
み
よ
い
社

会
に
す
る
た
め
の
意
識
の
高
揚
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
庭
に
あ
る
網
代
民
家
で
の

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
や
妖
怪
の
絵
描
き

な
ど
、
屋
久
島
に
つ
い
て
、
学
び

な
が
ら
、
様
々
な
体
験
活
動
を
し

ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
本
物
の
土
器
を
使

用
し
た
拓
本
取
り
は
、
意
外
と
簡

単
に
出
来
る
の
で
、
参
加
者
に
は

好
評
で
し
た
。

　

平
木
作
り
で
は
、
大
き
な
ノ
コ

ギ
リ
で
丸
太
を
切
っ
た
り
、
平
木

を
剥
ぎ
取
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ヤ

ク
ス
ギ
利
用
の
歴
史
を
体
感
出
来

た
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
大
喜
び

で
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
活
動
で
制
作
し
た
作

品
は
、
十
月
ま
で
資
料
館
内
に
展

示
し
ま
す
。

「
人
の
心
の
痛
み
に
寄
り
添
っ
て
」

ー
屋
久
島
町
人
権
教
育
研
修
会
を
開
催
ー

歴
史
民
俗
資
料
館

第
２
回
夏
休
み
資
料
館
活
動

　８月２日（土）第４回親子スケッチ大会が、小瀬田公民館
で開催されました。台風の影響のため残念ながら屋外での
風景画スケッチはできませんでしたが、児童・生徒24名が
集まり、静物画と人物画にチャレンジしました。
　参加者は、モチーフの色にとらわれないよう、目をこら
し、色彩豊かな絵を描いていました。
　また、参加者全員の作品を並べ、指導者、保護者も交えて、
お互いの作品を鑑賞し、有意義なひとときを過ごしました。

第４回屋久島親子スケッチ大会

　８月17日（日）～ 18日（月）に宮之浦図書室で小学４年
生から６年生12名が参加し、お泊まり読書会を開催しまし
た。いつもと違う雰囲気の「夜のおはなし会」や「ひとりの
読書タイム」「私のオススメ本紹介」などを通して、長い時
間本に親しみ、図書室に泊まるという普段できない体験か
ら、新たな宝本（たからぼん）や自分に出会う機会となりま
した。

お泊まり読書会
in宮之浦図書室を開催
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７
月
23
日（
水
）、
安
房
小
プ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
以
下
に
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
５
年
男
子
】

▽
50
ｍ
自
由
形

１
位　

日
髙　

丈　
（
宮　

浦
）４
２
秒
３

２
位　

東
瀬
戸
楓
眞（
八　

幡
）４
５
秒
８

３
位　

中
島　

爽　
（
宮　

浦
）４
６
秒
３

▽
50
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

岩
川　

元
太（
八　

幡
）５
５
秒
６

２
位　

有
馬　

和
輝（
宮　

浦
）５
５
秒
８

３
位　

細
川　

爽
楽（
神　

山
）５
６
秒
０

▽
25
ｍ
自
由
形

１
位　

日
髙　

丈　
（
宮　

浦
）１
８
秒
３

２
位　

能
勢　

優　
（
八　

幡
）１
８
秒
８

３
位　

中
島　

爽　
（
宮　

浦
）２
０
秒
３

▽
25
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

有
馬　

和
輝（
宮　

浦
）２
５
秒
８

２
位　

市
橋　

由
羅（
神　

山
）２
６
秒
９

３
位　

能
勢　

優　
（
八　

幡
）２
７
秒
７

【
５
年
女
子
】

▽
50
ｍ
自
由
形

１
位　

岩
元　

綺
音（
宮　

浦
）４
２
秒
５

２
位　

山
﨑
ほ
の
か（
栗　

生
）４
６
秒
６

３
位　

日
髙　

瑠
菜（
宮　

浦
）４
９
秒
０

▽
50
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

荒
木　

凜　
（
宮　

浦
）５
９
秒
８

２
位　

大
山　

佳
奈（
神　

山
）１
分
00
秒
２

３
位　

吉
村　

明　
（
宮　

浦
）１
分
00
秒
５

▽
25
ｍ
自
由
形

１
位　

吉
村　

明　
（
宮　

浦
）２
２
秒
２

１
位　

渡
邉　

千
南（
宮　

浦
）２
２
秒
２

３
位　

中
間　

碧　
（
八　

幡
）２
２
秒
８

▽
25
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

矢
野
あ
い
み（
宮　

浦
）２
９
秒
１

２
位　

塩
津　

千
華（
宮　

浦
）３
０
秒
６

３
位　

田
中　

朋
華（
一　

湊
）３
２
秒
０

【
６
年
男
子
】

▽
50
ｍ
自
由
形

１
位　

三
家　

風
馬（
宮　

浦
）４
１
秒
４

２
位　

河
口　

海
颯（
小
瀬
田
）４
２
秒
３

３
位　

岩
川　

榛　
（
安　

房
）４
３
秒
０

▽
50
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

鹿
島　

暖
生（
安　

房
）５
０
秒
０

２
位　

坂
元　

優　
（
宮　

浦
）５
４
秒
４

３
位　

鞆　

友
哉　
（
宮　

浦
）５
５
秒
０

▽
100
ｍ
自
由
形

１
位　

山
﨑　

翼
人（
一　

湊
）１
分
40
秒
８

２
位　

三
家　

風
馬（
宮　

浦
）１
分
40
秒
９

３
位　

古
市　

龍
輝（
栗　

生
）１
分
42
秒
２

▽
100
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

鹿
島　

暖
生（
安　

房
）１
分
49
秒
１

２
位　

野
口　

公
樹（
八　

幡
）１
分
54
秒
８

３
位　

坂
元　

優　
（
宮　

浦
）１
分
58
秒
２

【
６
年
女
子
】

▽
50
ｍ
自
由
形

１
位　

矢
野
美
花
子（
宮　

浦
）４
２
秒
５

２
位　

上
間　

来
渚（
一　

湊
）４
６
秒
４

３
位　

山
口　

聖
那（
宮　

浦
）４
６
秒
８

▽
50
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

岸　

夏
菜　
（
安　

房
）５
５
秒
４

２
位　

日
髙　

紗
彩（
安　

房
）５
７
秒
５

３
位　

矢
野
美
花
子（
宮　

浦
）５
７
秒
６

▽
100
ｍ
自
由
形

１
位　

日
髙　

美
海（
小
瀬
田
）１
分
33
秒
０

２
位　

武
次　

流
那（
神　

山
）１
分
46
秒
５

３
位　

栢
下　

夏
稲（
神　

山
）１
分
48
秒
６

▽
100
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

岸　

夏
菜　
（
安　

房
）２
分
02
秒
０

２
位　

日
髙　

紗
彩（
安　

房
）２
分
07
秒
５

３
位　

有
馬　

波
南（
神　

山
）２
分
08
秒
１

【
共
通
男
子
】

▽
200
ｍ
リ
レ
ー

１
位　

安　

房（
岩
川
、
緒
方
、
梅
本
、
山
下
）

　
　
　

３
分
０
０
秒
１

２
位　

宮　

浦（
鞆
、
松
崎
、
渡
邉
、
三
家
）

　
　
　

３
分
０
０
秒
３

３
位　

神　

山（
中
山
、
細
川
、
田
脇
、
鎌
田
）

　
　
　

３
分
３
７
秒
９

▽
100
ｍ
リ
レ
ー

１
位　

宮　

浦（
日
髙
、
有
馬
、
内
田
、
中
島
）

　
　
　

１
分
１
７
秒
５

２
位　

八　

幡（
岩
川
、東
瀬
戸
、能
勢
、岩
田
）

　
　
　

１
分
２
２
秒
１

３
位　

永　

田（
五
十
嵐
、
辻
本
、
柴
、
井
上
）

　
　
　

１
分
３
１
秒
１

▽
50
ｍ
背
泳
ぎ

１
位　

五
十
嵐　

弦（
永　

田
）５
１
秒
８

２
位　

岩
川　

榛　
（
安　

房
）５
４
秒
１

３
位　

三
神
勘
太
郎（
安　

房
）５
６
秒
２

【
共
通
女
子
】

▽
200
ｍ
リ
レ
ー

１
位　

宮　

浦（
矢
野
、
寺
師
、
内
田
、
永
野
）

　
　
　

３
分
１
３
秒
９

２
位　

一　

湊（
田
中
、岡
村
、竹
之
内
、上
間
）

　
　
　

３
分
２
０
秒
２

３
位　

神　

山（
栢
下
、
大
山
、
有
馬
、
武
次
）

　
　
　

３
分
２
５
秒
１

▽
100
ｍ
リ
レ
ー

１
位　

宮　

浦（
岩
元
、
荒
木
、
吉
村
、
渡
邉
）

　
　
　

１
分
２
５
秒
１

２
位　

栗　

生（
山
﨑
、
坂
本
、
野
元
、
山
下
）

　
　
　

１
分
３
４
秒
１

３
位　

永　

田（
下
川
、
鎌
田
、
藤
井
、
德
永
）

　
　
　

１
分
３
７
秒
６

▽
50
ｍ
背
泳
ぎ

１
位　

日
髙　

美
海（
小
瀬
田
）５
６
秒
６

２
位　

武
石　

鈴
香（
一　

湊
）１
分
02
秒
４

３
位　

渡
辺　

桃
羽（
安　

房
）１
分
02
秒
８

平
成
26
年
度
第
７
回

屋
久
島
町
小
学
校
水
泳
記
録
会
結
果
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農林水産課だより
『ぽんかん・たんかん』
１．夏秋梢の処理（果実の品質向上）
　　気温が低くなる１０月中〜下旬にかけて、エカキムシ・
　かいよう病・そうか病の被害枝や不要な夏秋梢は除去し
　ましょう。
　　特に、そうか病の発生している枝は、ていねいに除去
　しましょう。翌年の発病抑制につながります。
２．糖度上昇と着色促進対策
　１）土壌管理
　　　除草や敷草の除去・溝きり等を行い、土壌を乾燥さ
　　　せましょう。
　２）枝つり
　　　果実の重みで垂れ下がった枝は、つり上げを行い果
　　　実に良く日があたるようにしましょう。
　３）防風樹の刈り込み
　　　台風の心配がなくなったら、防風樹を刈り込み、日
　　　当たりを良くするようにしましょう。
３．樹上選果（果実の品質向上）
　　秋芽の発生がなくなったら、果皮の荒い果実や天成り
　果を中心に摘果しましょう。
４．その他
　　たんかんは着果期間が長いため、樹勢の維持や、来年
　の発芽・開花の促進ために、秋肥の施用が重要です。９
　月下旬に施肥を行っていない園は、早急に行いましょう。
５．病害虫防除
　１）ハダニ類
　　　高温・乾燥が続くと発生しやすくなるので注意しま
　　　しょう。発生を確認したらサビダニ類との同時防除

　　　もかねて、コロマイト水和剤の２０００倍を散布す
　　　ると効果的です。
　２）カイガラムシ類
　　　一部の園に、カイガラムシ類の発生が見られます。
　　　枝の込んでいるところに多いので、注意してくださ
　　　い。アプロード水和剤の１０００倍液散布が効果的
　　　です。散布後は、ハダニの発生に注意してください。
　　（アプロード水和剤は収穫４５日前までしか使用でき
　　ませんので注意しましょう。）

『ビ　ワ』
１．摘　房
　　１０月上旬には、樹勢低下・隔年結果防止、大玉果実
　生産へ向けて、予定着房数の１３０％程度になるまで摘
　房しましょう。
２．摘　蕾
　　１０月下旬から１１月上旬にかけて摘蕾の時期です。
　出蕾後早めに実施し、花梗の下段３段と上段を取除き、
　中段の３〜４段を残すようにしましょう。

『バレイショ』
１．植え付け準備
　１）予定地は、早めに耕耘しておきましょう。
　　　日当たり、排水のよいほ場を選び、ソウカ病の発生
　　　ほ場では連作をしないようにしましょう。
　２）ほ場の排水不良は腐れと、品質低下につながるので、
　　　水はけがうまくいくように溝切りを行いましょう。

農林水産課だより （９月の農作業メモ）

グランプリ　奈良県　shimaricoさん　「雫」
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～商工観光課だより～
屋久島町観光基本計画の策定に向けて始動

　平成２６年８月４日（月）役場宮之浦支所において、将来の屋久島像を描き、観
光と第一次産業を含むすべての産業が連携することにより、地域の活性化を図る
ことを目的に屋久島町観光基本計画を策定するための委員会を開催いたしました。
　本計画の策定にあたっては、観光客へのアンケートや住民アンケート、ワーク
ショップなどを実施し、課題やニーズの把握に努め、計画へ反映させることにし
ています。
　１０年後、５０年後の屋久島をどのように考えていくのか、町民の皆さんと一
緒にすすめていきたいと思っていますので、ご協力をお願いいたします。
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町
民
の
皆
さ
ま
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
平
成
26
年
10
月
か
ら

屋
久
島
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
使
用
済
み
パ
ソ

コ
ン
の
引
取
り
を
開
始
し
ま
す
。

　

使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
を
廃
棄
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

①
個
人
で
デ
ー
タ
の
削
除
を
行
っ

た
後
、
屋
久
島
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
す
る
。

・
パ
ソ
コ
ン
の
中
の
ハ
ー
ド
デ
ィ

　

ス
ク
と
い
う
記
憶
装
置
に
は
、

　

大
量
か
つ
重
要
な
デ
ー
タ
が
記

　

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
棄
す
る

　

際
は
、
デ
ー
タ
を
消
去
す
る
こ

　

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
拠
点
回
収
所

　

へ
の
人
員
配
置
は
不
可
能
な
た

　

め
、
盗
難
に
遭
っ
た
際
、
町
で

　

は
責
任
が
持
て
ま
せ
ん
。
必
ず

　

直
接
搬
入
す
る
よ
う
に
し
て
く

　

だ
さ
い
。

②
通
常
の
粗
大
ご
み
扱
い
。

・
直
接
搬
入
の
際
は
、
小
型
粗
大

　

ご
み
の
袋
に
入
れ
る
か
、
入
ら

　

な
い
場
合
は
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

　

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
デ
ー
タ
消
去
に
つ
い
て

・
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
内
の
デ
ー
タ

を
消
去
す
る
場
合
、
次
の
３
つ
の

方
法
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑴
専
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
消

　

去

　

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
無
意
味
な

デ
ー
タ
を
上
書
き
す
る
方
法
で

す
。
メ
ー
カ
ー
に
確
認
し
て
、
専

用
の
デ
ー
タ
消
去
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
専
用
装
置
に
よ
る
消
去

　

消
磁
装
置
に
よ
る
方
法
で
す
。

デ
ー
タ
消
去
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
会
社
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
と

な
り
ま
す
。

⑶
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
物
理
的
破

　

壊

　

パ
ソ
コ
ン
か
ら
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
を
取
り
出
し
、
物
理
的
に
破
壊

す
る
方
法
で
す
。
記
録
媒
体
を

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
盤
が
ガ

ラ
ス
で
で
き
て
い
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
注
意
が

必
要
で
す
。

　

上
記
以
外
の
処
理
を
行
っ
て

も
、
デ
ー
タ
を
呼
び
出
す
処
理
が

で
き
な
く
な
っ
た
だ
け
で
、
本
来

の
デ
ー
タ
は
残
っ
て
い
る
と
い
う

状
態
に
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
特

殊
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
す
れ

ば
、
デ
ー
タ
を
読
み
取
る
こ
と
が

可
能
な
場
合
が
あ
る
た
め
、
悪
意

の
あ
る
人
に
よ
り
、
予
期
し
な
い

用
途
に
利
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

■
屋
久
島
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
セ

　

ン
タ
ー
へ
搬
入
さ
れ
た
使
用
済

　

パ
ソ
コ
ン
は
、
鍵
の
か
か
る
場

　

所
で
保
管
し
、
適
正
に
処
理
で

　

き
る
業
者
に
引
き
渡
し
ま
す
。

■
デ
ー
タ
の
消
去
を
行
っ
て
も
心

　

配
な
方
は
、従
来
ど
お
り
、メ
ー

　

カ
ー
、
ま
た
は
、
パ
ソ
コ
ン
3R

　

推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
３
︱
５　

　
　

２
８
２
︱
７
６
８
５
）
に
連
絡

　

し
て
い
た
だ
き
、
指
示
に
従
っ

　

て
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
町
で
は
デ
ー
タ
流
出
に
お
け
る

　

一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

問 

環
境
政
策
課
生
活
環
境
係

（
内
線
２
３
２
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

屋
久
島
町
役
場

☎
４
３
︱
５
９
０
０

使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の

廃
棄
処
分
に
つ
い
て

　耕作放棄地となっている農地を再生利用する取組や、営農開始後の取組を総合的に支援します。
【対象者】
　荒廃した耕作放棄地を借り受けて作物生産を再開する農業者、農業者組織等。
　※ 取組内容によっては土地所有者による再生作業についても対象になる場合があります。

【対象農地】
　農業委員会によって行われる、耕作放棄地全体調査において、『再生利用が可能な荒廃農地』と判断さ
れた農地（農林水産課で確認できますのでお問い合わせください）。

【支援内容】
　○再生作業（障害物除去、深耕、整地、土壌改良〔肥料・有機質資材の投入等〕）
　　貸借等により当該農地を借り受け、５年以上にわたって耕作する場合の農地の再生作業
　　《支援額》定額：５０，０００円／１０ａ

重機等を用いて行う場合：事業費の１／２以内
　○営農定着（営農資機材等の調達、導入作物の絞り込み等）
　　《支援額》定額：２５，０００円／１０ａ
※　この他にも農地の状況によっては受けられる支援もありますので、詳しくは役場農林水産課までお
　問い合わせください。

【問い合わせ先】　　役場農林水産課　農政係　☎４３－５９００（内線３０８）

耕作放棄地を再生利用する際の支援について
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鹿
児
島
県
内
で
は
、「
も
う
一

度　

初
心
に
戻
っ
て
再
点
検
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
平
成
26
年
９
月

１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
、
秋
の

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
県
内
で
は
す
で
に
昨

年
を
上
回
る
14
件
の
農
作
業
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
秋
の
農
作
業
等
で

忙
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
点

に
注
意
し
農
作
業
等
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

■
重
点
啓
発
事
項

・
も
う
一
度
、
初
心
に
戻
っ
て
再

　

点
検

■
啓
発
事
項

・
ゆ
と
り
を
も
っ
た
無
理
の
な
い

　

農
作
業
を
計
画
し
、
農
業
機
械

　

の
操
作
に
十
分
に
注
意
す
る
。

・
農
業
機
械
の
圃
場
へ
の
搬
入
出

　

の
際
は
、
侵
入
路
や
路
肩
な
ど

　

段
差
の
あ
る
場
所
に
注
意
し
て
、

　
機
械
の
転
落
・
転
倒
事
故
を
未

　

然
に
防
ぐ
。

・
農
業
機
械
の
取
り
扱
い
は
安
全

　

チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
し
、
事
故
頻

　

度
が
高
い
動
力
刈
払
機
は
安
全

使
用
を
心
が
け
る
。

・
耕
運
機
に
よ
る
挟
ま
れ
事
故
を

　

防
ぐ
た
め
、
作
業
場
所
の
安
全

　

性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
い

　

つ
で
も
緊
急
停
止
で
き
る
よ
う

　

に
し
て
お
く
。

　

く
れ
ぐ
れ
も
「
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
」「
い
つ
も
と
同
じ
作
業
だ

か
ら
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
に
、
ゆ

と
り
の
あ
る
無
理
の
な
い
農
作
業

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

  
秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
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毎
年
10
月
は
「
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
（
3R
）

推
進
月
間
」
で
す
。 

　

地
球
環
境
を
守
る
た
め
、
有
用

な
廃
棄
物
（
循
環
資
源
）
の
利
用

と
処
分
に
当
た
っ
て
は
、
リ

デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）・
リ
ユ
ー

ス
（
再
使
用
）・
リ
サ
イ
ク
ル
（
再

生
利
用
）
の
順
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

そ
こ
で
、
国
民
生
活
と
深
い
か

か
わ
り
を
も
つ
酒
類
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施

策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

１ 

ガ
ラ
ス
び
ん 

　

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
は
、
使
用

済
み
の
容
器
を
回
収
後
、
洗
浄
す

る
こ
と
に
よ
り
繰
り
返
し
使
用
さ

れ
ま
す
。 

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ビ
ー

ル
び
ん
や
一
升
び
ん
が
あ
り
、

ビ
ー
ル
び
ん
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
、

一
升
び
ん
は
約
９
０
％
が
回
収
さ

れ
再
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２ 

缶 

　

ス
チ
ー
ル
缶
及
び
ア
ル
ミ
缶

は
、
い
ず
れ
も
溶
か
し
て
再
び
ス

チ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
と
し
て
再
生
さ

れ
ま
す
。 

　

特
に
、
ア
ル
ミ
缶
か
ら
ア
ル
ミ

地
金
を
作
る
場
合
に
は
、
天
然
資

源
か
ら
新
地
金
を
作
る
場
合
よ
り

も
使
用
電
気
量
が
は
る
か
に
少
な

く
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
に
優
れ

て
い
ま
す
。 

３ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
原
料
等
と
な
り
、
ワ
イ
シ
ャ

ツ
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
台
所
洗
剤
容

器
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
に
再
生
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

私
た
ち
消
費
者
も
、
リ
タ
ー
ナ

ブ
ル
び
ん
の
商
品
を
購
入
す
る
、

ご
み
の
分
別
回
収
へ
協
力
す
る
、

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
選
択
す
る

等
、
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
少
し

気
を
配
る
だ
け
で
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
に
参
加
で
き
ま
す
。

 　
「
無
料
で
点
検
し
ま
す
よ
」
と

言
っ
て
訪
問
し
、
点
検
後
、「
こ

の
ま
ま
で
は
家
が
ダ
メ
に
な
る
」

な
ど
と
言
っ
て
高
額
な
工
事
を
契

約
さ
せ
た
り
、
商
品
を
購
入
さ
せ

た
り
す
る
販
売
方
法
を
「
点
検
商

法
」
と
言
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
特
に
台
風
シ
ー
ズ
ン

に
な
る
と
家
屋
な
ど
に
関
し
て
こ

の
よ
う
な
訪
問
が
多
く
な
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。「
無
料
で
点

検
」
と
言
わ
れ
て
も
安
易
に
依
頼

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
そ
の
場
で
す
ぐ
契
約
せ
ず
、

複
数
の
業
者
か
ら
見
積
書
を
取
る

な
ど
し
て
十
分
に
検
討
し
ま
し
ょ

う
。
必
要
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
や
最
寄
り
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
︱
２
２
４
︱
０
９
９
９

FAX
０
９
９
︱
２
２
４
︱
４
９
９
７

▽
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
︱
０
６
４
︱
３
７
０

 

〜
ゼ
ロ
ゴ
ー
ナ
ナ
ゼ
ロ

　
　
　

守
ろ
う
よ　

み
ん
な
を
〜

（
身
近
な
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

つ
な
が
る
全
国
共
通
の
電
話
番
号

で
す
）

　

９
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月

間
」
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
９
月

を
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
に
定

め
、
国
民
の
健
康
に
対
す
る
自
覚

を
高
め
る
と
と
も
に
、
社
会
全
体

で
健
康
づ
く
り
を
支
え
合
う
環
境

を
醸
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

全
国
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
は
、
生
活
習
慣
病
の

中
で
も
「
脳
卒
中
」
に
よ
る
死
亡

率
が
全
国
平
均
の
1.4
倍
で
、
毎
年

多
く
の
方
が
「
脳
卒
中
」
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、「
脳

卒
中
」
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
事
は
、
減
塩
、
野
菜
た
っ
ぷ 

　

り
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
！

○
「
運
動
」
は
、
今
よ
り
も
１
日

　

１
，
０
０
０
歩
多
く
歩
き
ま

　

し
ょ
う
。
10
分
間
歩
く
と
約

　

１
，
０
０
０
歩
で
す

○
禁
煙
、
受
動
喫
煙
の
防
止
、
節

　

度
の
あ
る
飲
酒
を
！

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
健
康
増
進
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
２
７
１
７

FAX
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
５
５
６

E-m
ail:kenko@

pref.kagoshi
m

a.lg.jp

▽
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

https.//w
w

w
.facebook.

com
/kenko.kagoshim

a

リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
（
３
Ｒ
）
推
進
月
間

健
康
増
進
普
及
月
間

家
屋
な
ど
の
点
検
商
法

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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皆
さ
ん
は
、
警
察
へ
の
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
に｢

＃
９
１
１
０｣

が
あ

る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

  

事
件
・
事
故
等
の
緊
急
通
報
の

電
話
が｢

１
１
０｣

番
で
あ
る
こ

と
は
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、

警
察
へ
の
相
談
・
要
望
に
つ
い
て

は｢

＃
９
１
１
０
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

急
を
要
し
な
い
相
談
が
、｢

１
１
０｣

番
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

で
、
事
件
、
事
故
等
の
緊
急
通
報

に
対
し
て
警
察
の
対
応
が
遅
れ
、

結
果
と
し
て
人
の
生
命
、
身
体
等

の
保
護
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

  ｢
１
１
０｣

番
は
事
件
・
事
故

等
の
緊
急
通
報
の
た
め
の
電
話
で

す
。
警
察
へ
の
相
談
は｢

＃
９
１

１
０｣

ま
た
は
、｢

０
９
９
︱

２
５
４
︱
９
１
１
０｣
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
通
話
料
は
有
料
と

な
り
ま
す
。）

９
月
11
日
は

警
察
相
談
の
日
で
す

　ある日、ふらりと僕の部屋にあらわれた人差し指サイズの
ちいさな王様。
　とても気まぐれで、熊の形をしたグミが大好物。この王様、
どうやら僕の部屋の本棚と壁のすきまに住んでいるらしい。
王様の言うところによると、彼の世界では子ども時代が人生
の終わりにあるらしく、成長するにつれ小さくなっていくと
いう・・・

『 ちいさなちいさな王様 』
アクセル・ハッケ　作　ミヒャエル・ゾーヴァ　絵

　時は幕末。江戸城無血開城の直前、尾張徳川藩の江戸詰、
加倉井隼人は官軍のさきがけとして江戸城に入るも、そこ
には黒書院に無言で勤番する謎の旗本、的矢六兵衛が。
　すべてをなげうって武士の良心を体現した成り上がり
者・六兵衛の希はいったい何？
　時代の大きなうねりの中で、武士たちが失った大切なも
の、そして時代をこえても変わらぬ人間の弱さやおろかさ、
やさしさ。衝撃のクライマックスは美しくも切ない。

『 黒書院の六兵衛 』（上・下）
浅田　次郎　著

　　　図　　　書　　　名
潮鳴り
ジョン・マン（星雲編・望郷編）
神様のケーキを頬ばるまで
女のいない男たち
ペテロの葬列
わたしはマララ
新・おはなし名画シリーズ　対訳鳥獣戯画ほか(全３冊）
おとうさん もういっかい
ほうれんそうは ないています
神さまがやどる お掃除の本

　　作　　 者
葉室　麟
山本　一力
彩瀬　まる
村上　春樹
宮部　みゆき
マララ ユスフザイ

はた こうしろう
鎌田　實
きさいち登志子・著/久保田裕通・監修

（尾之間図書室）

おはなし会
　９月２６日（金）10：30 〜（尾之間図書室）
青い海の子星の子会
　９月１７日（水）・９月２４日（水）
　10：30 〜・13：30 〜（宮之浦図書室）

や
く
し
ま
歌
壇

屋
久
島
石
楠
花
短
歌
会
選

ふ
り
返
る
あ
の
日
あ
の
時
夏
は
行
く

一
夏
を
生
き
て
蝉
も
旅
立
つ　
　
　
　
　
　

中　

島　

正　

代

校
庭
を
見
れ
ば
な
つ
か
し
十
九
歳

ふ
つ
ふ
つ
蘇よ

み

が
え
る
新
任
教
師
の　
　
　
　

寺　

田　

和　

子

子
も
孫
も
台
風
避
け
て
島
立
ち
ぬ

お
盆
の
座
敷
に
ひ
と
り
の
雨
音　
　
　
　
　

牧　
　
　

ヨ
シ
イ

お
盆
に
は
茄な

す子
の
馬
か
ら
篝か
が
り
び火
を

子
か
ら
孫
へ
と
伝
承
し
た
り　
　
　
　
　
　

上　

田　

笑　

子

五
時
つ
ぐ
る
夕
や
け
こ
や
け
の
チ
ャ
イ
ム
鳴
る

歌
っ
て
踊
っ
た
幼
な
日
恋
ふ
る　
　
　
　
　

竹
之
内　

ふ
じ
江

日
暮
れ
ま
で
屋
久
の
自
然
に
学
び
た
る

今
は
何
処
ぞ
山
ん
学
校　
　
　
　
　
　
　
　

大
牟
田　

壮
一
郎

台
風
の
去
り
し
島
よ
り
凄
ま
じ
き

ミ
ン
ミ
ン
ワ
シ
ワ
シ
命
の
合
唱　
　
　
　
　

田　

中　

陽　

子

炎
天
に
負
け
じ
と
咲
き
つ
ぐ
サ
ル
ス
ベ
リ

負
け
じ
と
吾
も
日
々
を
励
ま
む　
　
　
　
　

永　

野　

紘　

子

戦
犯
と
は
無む

こ辜
な
る
民
を
殺
す
こ
と

八
月
六
日
戦
犯
は
誰　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺　

田　

文　

昭

＊ 
掲
載
希
望
の
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に
必
ず
２
首
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。



◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　
名　
　
　

保
護
者　　
地
区

山
下
希き

る

あ
琉
愛　
　
　
　
　

安　

房

嵯
峨　

夏な
つ
め梅　
　
　
　
　

平　

野

田
實　

稜
り
ょ
う
だ
い大　
　
　
　
　

安　

房

小
倉　
　

岳が
く　　
　
　
　
　

楠　

川

松
田　

珠る

あ明　
　
　
　
　

宮
之
浦

◆
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏　
名　
　
　
　
地　
区

　

柳　
　

聖
也  

（
宮　

之　

浦
）

　

竹
山
美
代
子  

（
平　
　
　

内
）

　

敷
根　

康
平  

（
平　
　
　

内
）

　

田
添
奈
津
美  

（
鹿
児
島
市
）

　

川
東　

剛
太  

（
安　
　
　

房
）

　

山
﨑　

繭
右  

（
東　

京　

都
）

　

松
本　

直
幸  

（
成　

田　

市
）

　

佐
々
木
美
香  

（
小　

瀬　

田
）

◆
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

氏　
名　
　
　
年
齢　
　
地　
区

日
髙　

時
德　

八
二
歳　

中　

間

西
川　

ツ
ユ　

九
〇
歳　

松　

峯

藤
山　
　

夫　

八
七
歳　

船　

行

竹
之
内
靜
子　

九
〇
歳　

志
戸
子

大
⻆
ク
ニ
ヱ　

九
三
歳　

小　

島

◆
お
礼

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か

ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。（　

）は
故
人
。

▼
一
湊
の
髙
橋
美
鈴
さ
ん

（
弟
、
寿
確
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
渡
邉
和
さ
ん

（
夫
、
洋
一
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
小
笠
原
の
ぞ
み
さ
ん

（
父
、
齋
藤
喜
明
さ
ん
死
去
）

▼
安
房
の
日
髙
俊
輝
さ
ん

（
母
、
美
代
子
さ
ん
死
去
）

▼
愛
知
県
の
近
間
清
司
さ
ん

（
父
、

男
さ
ん
死
去
）

▼
志
戸
子
の
竹
之
内
大
樹
さ
ん

（
母
、
靜
子
さ
ん
死
去
）

▼
一
湊
の
小
倉
サ
イ
子
さ
ん

（
母
、
渡
邊
ケ
イ
子
さ
ん
死
去
）

▼
中
間
の
日
髙
ア
キ
子
さ
ん

（
夫
、
時
德
さ
ん
死
去
）

▼
船
行
の
藤
山
ユ
キ
さ
ん

（
夫
、

夫
さ
ん
死
去
）

▼
安
房
の
嘉
村
昭
子
さ
ん

（
母
、
鹿
島
オ
ク
ラ
さ
ん
死
去
）

▼
原
の
吉
田
孝
子
さ
ん

（
母
、
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
死
去
）

▼
平
野
の
上
山
イ
ツ
子
さ
ん

（
夫
、
隆
さ
ん
死
去
）

《
訂
正
》

　

８
月
号
17
頁
の
戸
籍
の
窓
の
ご

冥
福
に
掲
載
し
た
渡
邉
慶
子
さ
ん

の
地
区
は
宮
之
浦
で
は
な
く
安
房

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。
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戸
籍
の
窓

七
月
受
付
分（
敬
称
略
）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
民
生
活

　
課
で
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

芳　

樹

瑠　

真

大　

地

真　

実

隆　

博

絵
里
香

明　

大

　

綾

　

亨
京　

子

栗生診療所の日程
☎ 48-2103

耳鼻咽喉科（予約制）　　
　 9月18日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00
　10月2日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00
　10月16日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00

永田診療所の日程
☎ 45-2273

※
諸
事
情
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
に
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

眼科（予約制）
　 9月17日（水）午後
　10月18日（木）終日
　10月19日（金）午前
　10月15日（水）午後
　10月16日（木）終日
　10月17日（金）午前
皮膚科（予約制）
　 9月29日（月）午後
　 30日（火）午前
　10月 6日（月）午後
　 7日（火）午前

オータムジャンボ宝くじ

◆今年のオータムジャンボ宝くじは、１等・前後賞

　合わせて３億９，０００万円！

 【発売期間】平成26年９月19日(金)～10月10日(金)

 【発売場所】全国の宝くじ売場

 【抽せん日】平成 26 年 10 月 17 日 ( 金 )

　この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりや環境対
策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。



第68回県民体育大
会（鹿児島市ほか～
21日）
平内民具倉庫公開
（9:00～17:00）

体育大会（中央中・
安房中・岳南中）

敬老の日

9/19

子宮・乳房検診
（口永良部島診療所
15:00～15:30受付）

平内民具倉庫公開
（9:00～17:00）

10/1
「あいさつの日」皮膚科診療（永田診

療所 午後）

子宮・乳房検診
（栗生生活館13:00
～13:30受付）

10/1110/5

9/8 9/9

開発総セ…屋久島離島開発総合センター（宮之浦）
安総セ…屋久島町総合センター（安房）
宮体…宮之浦体育館（旧屋久島勤労者体育センター）
安体…安房体育館（旧屋久町体育館）
尾中公…尾之間中央公民館

尾支所…尾之間支所
安支所…安房支所
宮支所…宮之浦支所
尾保セ…尾之間保健センター
宮保セ…宮之浦保健センター 9  10

町民カレンダー

9/29

月

母子手帳交付日（宮
保セ9:00～11:30）
保健センター開放
（宮保セ9:30～
11:30）

9/16

火

9/17

母子手帳交付日（尾
支所9:00～11:30）
保健センター開放
（尾保セ・宮保セ
9:30～11:30）親子
読書会（宮之浦図書
室10:30～、13:30～）

9/24

9/10
水

眼科診療（永田診療
所 午後）
親子読書会（宮之浦
図書室10:30～、
13:30～）

眼科診療（永田診療
所 終日）

眼科診療（永田診療
所 午前）

9/18

子宮・乳房検診
（開発総セ8:30～
9:00、13:00～
13:30受付）

9/25
お話会（尾之間図書
室10:30～）

ぷれままカフェ（尾
保セ9:30～12:00）

1歳6ヶ月児健診・す
こやか歯科検診（尾
保セ12:30～）
耳鼻科検診（栗生診
療所10:30～15:00）

10/2

9/11
木

9/26

10/3

9/12
金

9/20

9/13
土

9/27

10/4

栗生小運動会
平内民具倉庫公開
（9:00～17:00）

運動会（金岳小・永
田小・一湊小・宮浦
小・小瀬田小・安房
小・神山小）

平内民具倉庫公開
（9:00～17:00）
運動会（八幡幼稚園
・八幡小）

9/14 9/15

9/21
秋分の日

9/239/22

9/28

9/7
日

10/8 10/9 10/10
町報やくしま10月号
発行日
子宮・乳房検診
（開発総セ8:30～
9:00、一湊公民館
13:00～13:30受付）

10/7
母子手帳交付日（宮
保セ9:00～11:30）
保健センター開放
（宮保セ9:30～
11:30）
皮膚科診療（永田診
療所 午前）

10/6
乳幼児健診・BCG
予防接種（宮保セ
13:00～）
皮膚科診療（永田診
療所 午後）

9/30
国民健康保険税第4
期納期限
皮膚科診療（永田診
療所 午前）
保健センター開放
（宮保セ9:30～
11:30）

水泳記録会より水泳記録会より 水泳記録会より水泳記録会より 離島甲子園より離島甲子園より

離島甲子園より離島甲子園よりやくしま夏まつりよりやくしま夏まつりより小島夏まつりより小島夏まつりより

町
報

平
成
2
6
年
9
月
号

■
 発
行
・
編
集

　
 屋
久
島
町
企
画
調
整
課

〒
891-4207
鹿
児
島
県
熊
毛
郡
屋
久
島
町
小
瀬
田
469-45

TEL 0997-43-5900
FAX 0997-43-5905

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.yakushima-town.jp/
平成26年7月末現在

住民基本台帳に基づく人口（外国人を含む）

安　房
春　牧
平　野
高　平
麦　生
　原
尾之間
小　島
平　内
湯　泊
中　間
栗　生
　計
前月比

人　口
1,110

923
 290
176
290
457
793
200
658
214
230
515

13,366
＋ 15

世帯数
568
459
140
89

161
217
429
89

321
128
124
285

6,831
＋ 15

本　村
湯　向
永　田
吉　田
一　湊
志戸子
宮之浦
楠　川
椨　川
小瀬田
長　峰
永久保
船　行
松　峯

人　口
124
11

484
182
726
367

3,199
455
102
460
387
159
272
582

世帯数
69
8

262
99

406
193

1,543
228
48

237
207
84

163
274

●人の動き●●編集後記●
　今年の夏は災害に対する「備え」
について考えさせられました。
　毎年やってくる台風に対しては
慣れによる油断が生じ、火山噴火
に対しては忘却による油断が生
じ、地震においても「屋久島は大
丈夫」と根拠のない理由で「備え」
を怠っていることに気づかされた
夏でした。
　反省も込めて、物の「備え」だ
けでなく、家族との連絡方法や避
難場所などを確認し、自分自身の
役割を知り、災害に応じ落着いた
行動ができるように準備する必要
があると思いました。　　（メグ）

※　世帯数及び人口・行事予定については最新の情報を屋久島町ホームページに掲載しています。
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